
大
江
匡
一
屍
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
と
変
容

ー
『
本
朝
神
仙
伝
』
と
中
国
の
仙
伝
類
を
中
心
に

l

は
じ
め
に

大
江
底
活
(
一

O
間
一

1
一
一
一
)
は
平
安
時
代
後
期
の
院
政
期
を

生
き
た
文
人
で
あ
る
。
博
士
の
家
で
あ
る
大
江
家
に
生
ま
れ
、
四
歳
の
特

に
警
を
読
み
、
八
蔵
で
「
史
記
」
「
漠
欝
」
に
通
じ
、
十
一
蔵
で
初
め
て

詩
を
賦
し
て
神
童
と
称
さ
れ
た
。
大
江
家
の
家
学
を
継
承
し
、
一
一
一
朝
の
帝

師
を
歴
任
す
る
先
例
を
開
き
、
学
は
和
漢
に
跨
り
、
数
多
く
の
作
品
を
出

に
残
し
た
。

吋安女
が
、
呂
録
を
収
録
し
て
い
る
の
は
大
束
急
記
念
文
庫
本
の
み
で
あ
る
。
以

下
が
そ
の
白
録
で
あ
る
。

一

倭

武

命

二

上

官

太

子

三

武

内

指

禰

四

浦

島

子

五

役

行

者

六

徳

一

大

徳

七

泰

滋

大

徳

八

久

米

他

九

都

藍

尼

十

番

仲

十

一

普

算

十

二

窺

詮

法

婦

十

三

行

叡

居

士

十

四

教

待

和

尚

十

五

報

恩

大

師

十

六

弘

法

大

師

十

七

慈

党

大

師

十

八

陽
勝
仙
人
十
九
向
弟
子
他
廿
河
原
院
大
臣
侍
廿
一
藤
太
君

馬

耀

廿
二
源
太
君
廿
三
売
白
箸
翁
廿
四
都
良
香
廿
五
河
内
国
樹
下

僧
廿
六
美
濃
毘
河
辺
人
廿
七
出
羽
田
石
窟
仙
廿
八
大
嶺
憎

廿
九
同
山
伯
三
十
竿
打
仙
三
十
一
伊
予
国
長
生
翁
三
十
二
中

算
上
人
叢
三
十
三
補
正
道
三
十
四
東
寺
摺
三
十
五
比
良
山
僧

三
十
六
愛
宕
諮
憎
一
十
七
沙
門
誌
蔵
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こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
「
本
朝
神
伯
伝
」
は
も
と
も
と
三
十
七
人
の
伝

記
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
三
武
内
宿

禰
・
胆
鴻
島
子
・
六
徳
一
大
徳
・
八
久
米
伯
・
十
善
仲
・
十
一
普
算
・

十
二
窺
詮
法
師
の
七
人
の
伝
が
散
逸
し
て
お
り
、
吋
本
朝
神
仙
伝
」
の
諸

本
の
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
武
内
宿
禰
伝
は
中
前

一
止
志
氏
に
よ
っ
て
、
石
清
水
八
縮
宮
所
蔵
の
吋
宮
寺
縁
事
抄
」
に
逸
文
が

収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
浦
島
子
伝
は
吋
釈
日

本
紀
」
巻
十
二
雄
略
条
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
内
容
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

「
本
明
神
仙
伝
い
は
近
間
以
前
の
呂
本
に
お
け
る
唯
一
の
他
人
伝
記
集

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
国
内
に
は
そ
れ
に
先
行
す
る
ま
と
ま
っ
た

も
の
が
な
い
た
め
、
漢
絡
を
棋
範
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
中
国
の
文



献
の
中
で
、
京
朝
神
伯
岳
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、

ま
ず
、
吋
列
伯
伝
』
と
吋
神
仙
伝
」
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

川
口
久
雄
氏
が
指
摘
し
た
「
本
朝
意
識
」
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
吋
懐
風
藻
」
や
平
安
時
代
初
期
の
勅
撰
三
集
で
あ
る
『
文
華
秀

灘
集
」
夜
明
饗
集
』
「
経
関
集
」
に
比
べ
、
十
世
紀
半
ば
に
入
っ
て
か
ら
漢

詩
集
の
欝
名
に
「
本
朝
」
「
扶
桑
」
と
い
っ
た
詰
が
冠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
川
口
氏
は
、
そ
の
変
化
に
日
本
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
イ
カ
ル
な
意
識
」

を
見
い
だ
せ
る
と
し
、
そ
の
意
識
を
「
本
朝
意
識
」
と
名
付
け
て
い
る
。
「
本

戦
神
仙
伝
』
も
ま
さ
に
こ
の
「
本
朝
潮
流
」
ま
た
は
「
本
戦
意
識
」
の
時

流
に
乗
り
、
中
国
の
拙
伝
類
と
同
じ
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生

え
、
京
パ
仙
伝
』
や
寄
付
仙
伝
」
の
よ
う
な
漢
籍
を
規
範
と
し
て
誕
生
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
本
朝
神
仙
伝
」
と
中
国
の
仙
伝
類

「
列
他
伝
」
は
一
時
期
、
漢
・
劉
向
撰
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

鋭
督
時
代
の
文
人
が
劉
向
に
奴
託
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
大

方
の
見
解
で
あ
る
。
「
神
伯
伝
』
の
撰
者
は
晋
・
葛
洪
で
あ
る
。
葛
洪
は
「
神

仙
伝
」
の
廷
か
に
、
「
抱
朴
子
」
を
著
し
て
い
る
。
「
列
他
伝
」
と
「
神
地

伝
』
を
仙
人
の
実
例
集
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
「
抱
朴
子
」
は
仙
人

に
な
る
た
め
の
理
論
を
説
く
理
論
欝
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

吋
列
仙
伝
」
「
神
仙
伝
』
吋
抱
朴
子
」
は
い
ず
れ
も
「
日
本
割
見
在
書
目
録
」

に
著
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
す
で
に
呂
本
に
伝
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
上
代
か
ら
匡
房
の
時
代
に
一
至
る
ま
で
の

次
の
①
か
ら
⑤
の
文
献
に
、
「
抱
朴
子
」
や
葛
洪
の
名
・
字
が
散
晃
し
て

い申
hv
。

①
「
万
葉
集
い
巻
五
・
八
九
七
番
歌
前
・
山
上
鰭
良
「
沈
絢
自
哀
文
」

至
レ
若
検
制
・
照
鵠
・
華
他
・
秦
和
・
緩
・
瑚
細
川
・
陶
隠
居
・

間
以
仲
摂
等
、
皆
是
在
レ
世
良
一
盟
、
無
レ
不
一
徐
愈
~
迎
。

抱
朴
子
臣
、
神
農
云
、
百
病
不
レ
愈
、
安
得
二
長
生
一
。

②
「
倭
名
類
緊
紗
」
巻
一
水
部
・
潮
条

捌
刈
明
一
去
、
天
河
与
二
地
河
一
海
水
栢
樽
撃
、
五
水
…
稲
盛
激
濡
商

成
レ
潮
。

①
「
医
心
方
」
巻
廿
七

抱
朴
子
云
、
諸
求
二
長
生
一
者
、
必
欲
ご
一
積
レ
菩
立
レ
功
慈
斗
心
於
物
一
。

③
「
和
漢
矧
誌
集
」
巻
上
・
落
葉
・
一
三
一

樵
(
嚇
往
反
、
杖
穿
一
朱
寅
臣
之
衣
一
。
潟
逸
媛
遊
、
履
肺
結
二
割
樹
倒

4
4楽
4
0

側
崎
山
中
帆
同
町

①
「
江
談
抄
」
(
古
本
系
)
・
二
回

O

抱
朴
子
文
云
、
文
章
与
二
栄
耀
一
、
如
三
十
尺
与
二
一
丈
一
云
々
。

①
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
巻
六
・
「
医
師
惟
宗
俊
郎
堂
供
養
」
願
文
、

華
元
他
之
一
筋
書
己
断
、
陪
一
一
徹
旨
於
誰
人
-
。
謝
樹
倒
百
余
年
之

術
瀦
伝
、
寛
一
霊
薬
於
情
処
¥
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
上
代
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
は
、
葛
洪
の
作
で
あ

る
「
神
的
伝
」
と
吋
抱
朴
子
』
の
受
容
の
様
相
は
明
確
に
分
か
る
。
中
で

も
①
「
江
談
抄
」
は
匡
房
の
談
話
録
で
あ
り
、
①
の
願
文
は
監
房
が
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
「
抱
朴
子
』
の
書
名
と
葛

洪
の
字
で
あ
る
「
葛
稚
他
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
匡
一
廓
は
葛
洪
か
ら
少



な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
葛
洪
の
字

は
本
来
「
葛
稚
州
」
で
あ
る
。
吋
江
都
督
納
言
頗
文
集
」
で
は
「
葛
稚
仙
」

と
記
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
吋
和
漢
朗
詠
集
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
も
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
江
談
抄
』
第
六
も
「
和
漢
朗
詠
集
』
を
引
く
が
、

そ
こ
で
は
「
葛
稚
川
」
と
な
っ
て
い
る
。

葛
洪
は
吋
抱
朴
子
」
内
篇
巻
二
・
論
仙
に
お
い
て
、

按
二
仙
経
-
云
、
上
士
挙
レ
形
昇
レ
虚
、
制
間
二
之
天
仙
¥
中
士
遊
二
於

名
山
一
、
謁
司
之
地
仙
-
。
下
士
先
死
後
娘
、
謂
て
之
戸
解
他
-
。

と
い
う
よ
う
に
、
仙
人
を
天
伯
、
地
仙
、
戸
解
仙
と
い
う
三
段
階
に
分
け

て
い
る
。
こ
の
三
種
類
の
他
人
は
い
ず
れ
も
有
一
仙
伝
』
「
神
仙
伝
」
「
抱

朴
子
」
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
天
他
に
つ
い
て
は
、
『
抱
朴
子
」
内
篇
巻
五
・
至
理
に
、

河
南
密
県
、
有
一
ト
成
者
一
。
学
レ
道
経
久
、
乃
与
二
家
人
一
辞
去
、

其
始
歩
精
一
局
、
遂
入
一
一
雲
中
e

不
:
復
児
一
。
此
所
謂
挙
レ
形
軽
飛
、
'
日

出
男
苅
1
叫
必
ぷ
者
出
国
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
卜
成
と
い
う
人
物
を
天
拙

だ
と
言
つ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
傍
線
部
は
前
掲
し
た
伯
人
三
段
階
論
の

天
仙
に
つ
い
て
の
記
述
部
分
「
上
士
挙
レ
形
界
レ
鹿
、
謂
:
之
天
仙
'
」
と
近

似
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
近
似
す
る
二
つ
の
記
述
か
ら
、

「
白
日
昇
天
」
は
白
畳
に
衆
人
の
前
で
、
身
体
を
浮
か
せ
て
空
に
昇
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
天
仙
の
登
仙
構
景
を
描
写
す
る
語
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
「
白
日
昇
天
」
を
通
じ
て
他
人
と
な
っ
た
も
の
は
仙
の
上
な
る

も
の
、
つ
ま
り
天
拍
で
あ
る
。
白
日
昇
天
に
よ
っ
て
天
仙
と
な
っ
た
例
は

『
神
仙
伝
」
の
中
に
い
く
つ
か
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
乙
で
は
、
巻
五
の
「
馬

鳴
生
」
と
「
陰
長
生
」
の
二
例
を
挙
げ
る
。

潟
鴫
生
者
、
斉
国
臨
治
人
也
。
本
姓
和
、
字
君
実
。
少
為
二
県

吏
一
、
底
二
逐
捕
一
荷
為
レ
賊
所
レ
傷
。
当
レ
時
暫
死
。
得
二
道
士
神
薬
一

救
レ
之
、
遂
活
。
使
葉
レ
職
随
レ
師
、
初
但
欲
レ
求
レ
受
レ
治
二
痛
病
一
耳
。

知
一
其
有
三
長
生
之
道
-
、
遂
久
事
レ
之
。
随
レ
師
負
レ
笈
、
西
之
二
女
幾

山
¥
北
封
一
玄
丘
山
一
、
南
湊
一
一
漉
江
¥
腸
瀞
-
天
下
一
。
勤
苦
備
嘗
、

乃
受
同
太
清
神
丹
経
」
三
巻
一
帰
。
入
レ
山
合
レ
薬
、
服
レ
之
。
不
レ
楽
-
一
昇

天
一
、
但
服
二
半
剤
¥
為
二
地
仙
一
失
。
常
居
レ
所
レ
在
、
不
レ
過
二
三
年
一
、

純
便
易
レ
処
。
人
或
不
レ
知
こ
是
仙
人
一
也
。
架
ニ
屋
舎
一
、
資
-
朴
従
一
、

乗
一
-
車
馬
一
、
与
二
俗
人
一
無
レ
異
。
如
レ
此
轍
転
滋
一
九
州
五
百
余
年
、

人
多
識
レ
之
、
怪
二
其
不
レ
老
。
後
乃
修
二
大
丹
¥
創
出
期
珂
浦
去
也
。

-3ー

陰
長
生
者
、
新
野
人
也
。
漢
陰
皇
后
之
属
。
少
生
二
富
貴
之
内
¥

罰
不
レ
好
二
栄
位
句
、
専
務
二
道
術
¥
殿
下
有
二
高
鳴
生
一
得
ぺ
度
世
之

道
上
、
乃
尋
求
、
遂
与
相
見
。
(
中
略
)
以
二
「
太
清
神
丹
経
」
一
受
レ
之
、

乃
別
去
。
長
生
婦
、
合
レ
丹
、
但
服
其
半
¥
郎
不
:
昇
天
唱
。
(
中
略
)

後
子
一
平
都
山
一
創
出
男
列
。
臨
レ
去
時
、
普
欝
九
鱗
一
。
云
、
「
上
古

得
レ
仙
者
多
突
。
不
レ
可
:
尽
論
s

。
信
濃
興
以
来
、
得
レ
仙
者
器
十
五

人
、
連
レ
余
為
レ
六
突
。
二
十
人
戸
解
、
余
者
出
同
期
刻
一
鴻
」
。
(
中
略
)

捨
君
留
入
閣
-
一
一
白
七
十
年
、
色
如
童
子
。
。
出
剖
矧
珂
也
。



こ
の
二
例
の
遮
線
部
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
馬
嶋
生
と
陰
長
生
は

二
人
と
も
白
日
昇
天
に
よ
っ
て
天
仙
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
強
長
生
の

雷
築
に
よ
れ
ば
、
漢
の
時
代
か
ら
陰
長
生
ま
で
拙
人
と
な
っ
た
阻
十
六
人

の
う
ち
、
戸
解
し
た
二
十
人
を
除
い
て
、
残
り
の
二
十
六
人
は
白
日
昇
天

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
「
白
日
昇
天
」
は
実
際
の
と
こ
ろ
、

天
仙
の
代
名
認
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ

ず

Q

。次
に
、
地
仙
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
「
神
仙
伝
」
巻
七
・
越
盤
は
、

越
側
植
者
、
上
党
人
也
。
(
中
略
)
伯
人
以
一
議
薬
物
賜
レ
之
、
教

其
服
法
ふ
(
中
略
)
盤
遂
喪
服
a

松
脂
、
身
体
転
軽
、
気
力
百
倍
、

登
レ
危
越
レ
験
。
終
日
不
レ
極
。
(
中
略
)
在
・
人
間
-
三
百
許
年
、
色
如
'

小
童
'
。
乃
入
:
揺
嫡
出
去
、
必
地
仙
也
。

と
、
「
必
地
地
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
「
地
伯
」
で
あ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
地
仙
は
仙
人
三
段
階
論
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
名

山
に
遊
ぶ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
越
壊
の
例
の
二
重
傍
線
部

で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
次
の
「
列
仙
伝
』
の
二
例
は
い
ず
れ
も

「
地
仙
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

時
疏
者
、
鹿
封
史
也
。
能
行
レ
気
練
レ
形
、
煮
石
髄
一
市
服
レ
之
、

鶏
一
話
回
鋭
利
ィ
。
現
鋭
部
剤
、
往
来
入
対
割
削
中
一
。
有
一
臥
石

床
枕
s

薦。

任
光
者
、
上
禁
人
也
。
善
m

餌
丹
・
、
売
・
子
都
市
盟
問
問
。
積
-

e

八
十
九

年
¥
乃
知
是
故
持
任
光
-
也
。
皆
説
知
:
数
十
歳
面
顔
-
。
後
長
老

識
レ
之
、
組
簡
子
酬
明
与
倶
帰
。

在
。
菅
人
常
服
其
丹
也
。

常
在
-
柑
槻
川
川
上
↓
、
三
世
不
レ
知
所

た
だ
、
両
方
と
も
入
山
と
い
う
地
仙
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
し
、
長
生
き

で
あ
る
た
め
、
地
仙
と
し
て
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
こ
れ
ら
の
地
仙
の
例
に
も
う
一
つ
の
共
通
点
が
見
え
て
く

る
。
そ
れ
は
波
総
を
引
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
服
薬
の
修
行
法
を
実
践
し

た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
大
形
徹
氏
が
三
列
仙
伝
」
は
薬
物
中
心
の
昇

仙
の
記
録
集
と
い
っ
て
よ
い
」
と
位
置
付
け
た
よ
う
に
、
伯
薬
は
「
列
仙

伝
』
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

「
抱
朴
子
」
内
篇
巻
鴎
・
金
丹
に
、

是
以
古
之
道
士
、
合
リ
作
神
薬
、
必
入
名
山
。
(
中
略
)
合
二
此

金
丹
九
液
¥
統
当
レ
用
レ
銭
、
又
宜
レ
入
二
名
山
↓
、
絶
て
人
事
一
。
(
中

略
)
勿
レ
令
一
二
絡
人
之
不
レ
一
信
レ
道
者
、
詩
l
論
評
コ
段
之
一
。
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と
あ
る
。
こ
れ
よ
れ
ば
、
神
薬
を
作
る
た
め
に
は
必
ず
名
山
に
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
山
に
入
る
目
的
は
、
仙
薬
を
作
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
引
し
た
「
神
仙
伝
」
巻
五
・
馬
嶋
生
の
例
の
波
線

部
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
馬
鳴
生
は
自
白
昇
天
す
る
前
に
、
山
に
入
っ

て
薬
を
作
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
天
仙
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
薬
の
半

分
だ
け
を
飲
み
、
地
仙
と
な
っ
た
。
こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
山

に
入
る
だ
け
で
は
な
く
、
薬
を
作
る
こ
と
も
地
仙
の
重
要
な
要
素
な
の
で

あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
山
に
入
る
目
的
は
仙
薬
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と

一
吉
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
引
し
た
「
万
葉
集
」
「
沈
痴
自
哀
文
」
に
、



若
夫
群
生
品
類
、
莫
レ
不
下
皆
以
一
有
尽
之
身
司
、
並
求
中
無
窮
之

命
上
。
所
以
道
人
方
士
、
自
負
二
丹
経
-
、
入
-
於
名
山
-
、
市
合
レ
薬

者
、
養
レ
性
始
レ
神
、
以
求
一
長
生
一
。

と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
代
の
知
識
人
層
お
い
て
す
で

に
地
仙
に
つ
い
て
の
知
識
が
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

最
後
に
戸
解
仙
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
「
神
仙
伝
」
巻
六
・
李
少

君
の
例
が
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、
一
旦
死
ん
で
後
に
蝉
の
よ
う
に
抜
け

殻
の
み
を
残
す
の
が
戸
解
他
で
あ
る
。

明
白
少
君
臨
病
因
-
、
武
帝
自
往
視
、
井
使
左
右
人
4

受

其

方

警
¥
未
レ
覚
而
少
君
絶
。
武
帝
流
泣
日
、
「
少
君
不
レ
死
也
。
故
作
レ

北
而
去
」
。
部
数
レ
之
、
忽
失
其
所
在
一
。
中
表
衣
帯
不
レ
解
、
如
蝉

脱
-
也
。
子
レ
是
為
殖
其
衣
物
。
百
余
呂
、
行
人
有
下
見
今
少
君
在

河
東
蒲
坂
市
-
者
上
。
乗
主
将
勝
一
帝
潤
レ
之
、
使
レ
発
其
棺
-
、
結
中

無
レ
所
護
有
、
釘
亦
不
レ
税
、
唯
余
題
在
茸
。

死
ん
だ
あ
と
、
埋
葬
さ
れ
た
棺
の
中
に
生
前
に
使
用
し
て
い
た
も
の
、
た

と
え
ば
履
物
な
ど
が
残
留
す
る
こ
と
が
戸
解
伯
の
特
徴
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
「
本
朝
神
仙
伝
』
は
吋
列
仙
伝
」
や
吋
神
仙
伝
』

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
示

す
外
部
徴
証
と
し
て
は
、
「
本
朝
」
の
「
神
他
伝
」
と
す
る
書
名
の
付
け

方
に
先
は
明
白
に
認
め
ら
れ
る
。
以
下
で
は
吋
列
拙
伝
」
の
黄
帝
伝
説
が

「
本
朝
神
他
伝
」
に
与
え
た
影
響
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
内
部
徴

証
に
つ
い
て
見
る
。

「
列
仙
伝
』
巻
上
に
は
黄
帝
に
つ
い
て
の
次
の
記
述
が
克
ら
れ
る
。

黄
帝
者
、
号
日
:
軒
鞍
一
。
能
劾
一
百
神
-
、
朝
時
使
レ
之
。
弱
而
能

一
吉
田
、
聖
而
預
知
。
知
物
之
紀
、
自
以
為
:
雲
師
-
。
有
:
龍
形
-
、
自

択
と
目
、
与
-
群
臣
守
辞
。
歪
一
子
卒
¥
還
葬
橋
山
。
山
崩
、
枢

空
無
レ
戸
、
唯
剣
謁
在
君
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
黄
帝
は
自
ら
死
期
を
選
ん
で
死
去
し
た
。
そ
の

後
、
山
が
崩
れ
る
と
、
棺
の
中
に
戸
が
な
く
、
剣
と
沓
の
み
が
残
っ
て
い

た
と
い
う
戸
解
仙
の
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
続
き
に
次
の
よ
う
な
段
落
、
が
あ
る
。
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仙
警
云
、
昔
(
帝
採
-
普
山
之
銅
、
鋳
鼎
子
前
山
之
下
。
鼎
成
、

有
川
越
需
捌
開
制
組
制
ー
ポ
矧
珂
。

こ
の
、
龍
に
迎
え
ら
れ
て
昇
天
し
た
黄
帝
に
関
す
る
記
述
に
は
一
大
仙
を
匂

わ
す
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
列
仙
伝
〕
に
は
黄
帝
の
最
後
に
つ

い
て
、
一
戸
解
説
と
龍
に
迎
え
ら
れ
て
昇
天
し
た
一
大
仙
説
と
、
本
来
な
ら
同

時
発
生
が
不
可
能
な
縦
断
す
る
こ
つ
の
説
、
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
列
仙
伝
い
の
こ
の
方
法
は
、
実
は
「
本
朝
神
仙
伝
』
の
「
上
雷
太
子
」

伝
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
現
存
吋
本
鴨
神
仙
伝
」

2
「
上
官
太

子
」
伝
は
末
尾
を
欠
い
て
そ
の
全
貌
を
知
り
え
な
い
。
幸
い
に
、
鎌
倉
時

代
成
立
の
「
上
宮
太
子
拾
遺
記
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
そ
の
欠
落
部
分
の



欠
片
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
上
宮
太
子
拾
遺

詑
い
巻
五
に
、

本
朝
神
仙
伝
日
、
総
天
審
年
中
、
盗
人
揖
其
墓
-
。
棺
榔
不
レ
朽
、

戸
骸
不
見
。
舗
内
鰯
剥
鰯
山
市

と
い
う
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
逸
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

太
子
の
墓
が
盗
人
に
掘
ら
れ
た
時
、
揺
が
朽
ち
て
お
ら
ず
、
太
子
の
戸
が

な
か
っ
た
と
い
う
状
況
だ
っ
た
ら
し
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戸
が

な
い
の
は
戸
解
仙
の
特
徴
で
あ
る
。
太
子
が
戸
解
拍
と
な
っ
た
こ
と
は

「
猶
戸
解
之
類
也
」
と
い
う
戸
解
を
強
調
す
る
一
文
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、

2
4靭
神
的
伝
]
の
現
存
本
文
に
、

又
乗
甲
斐
黒
駒
-
、
白
日
昇
天
。
俄
頃
之
閥
、
往
1

還
千
毘
-
。

作
十
七
条
態
法
、
始
制
自
域
之
政
。

と
い
う
記
述
が
克
ら
れ
る
。
「
白
日
昇
天
」
は
天
他
が
登
仙
し
た
情
景
を

描
く
諮
で
あ
り
、
「
神
仙
伝
い
の
中
に
お
い
て
は
天
仙
の
代
名
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
こ
の

「
白
日
昇
天
」
の
場
合
は
、
そ
の
続
き
に
「
俄
頃
之
問
問
、
往
コ
還
千
里
一
」

と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
飛
行
の
速
さ
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
そ
の
後
に
「
作
二
十
七
条
態
法
-
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の

で
、
上
宮
太
子
の
「
白
日
昇
天
」
は
も
は
や
天
仙
に
な
る
と
い
う
実
質
的

な
意
味
を
伴
っ
て
お
ら
ず
、
天
仙
の
表
層
的
特
徴
で
あ
る
自
由
に
空
を
飛

べ
る
と
い
う
意
味
し
か
有
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
本
来
の
意
味
か
ら
逸

脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
上
官
太
子
」
伝
に
本
来
の
意
味
か
ら
逸
脱
す

る
「
・
白
日
昇
天
」
が
現
れ
る
の
は
、
匡
房
が
中
国
の
聖
天
子
、
中
国
文
化

の
始
祖
で
あ
る
黄
帝
に
匹
敵
で
き
る
人
物
像
を
作
る
べ
く
、
黄
帝
の
最
後

に
関
す
る
こ
説
を
む
り
や
り
に
「
上
富
太
子
」
伝
に
応
用
し
た
結
果
と
考

え
ら
れ
る
。

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
上
官
太
子
」
伝
の
例
か
ら
、
匡
腐
の
「
本

朝
神
仙
伝
」
は
、
審
名
だ
け
で
は
な
く
内
容
の
屈
に
お
い
て
も
、
「
列
仙

伝
い
や
吋
神
仙
伝
』
な
ど
の
中
国
仙
伝
類
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
な
れ
ば
、
『
本
朝
神
仙
伝
」
の
仙
人
の
有
り

様
は
中
国
仙
伝
類
の
謀
一
践
に
あ
る
仙
人
三
段
階
論
に
則
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
中
に
、
「
天
仙
」
と
い
う
字
面
こ
そ
は
な
い
も
の
の
、

ヲ
呂
田
昇
天
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
例
は
「
上
宮
太
子
」
伝
の
ほ
か
、
以

下
の
お
「
東
寺
僧
」
伝
も
あ
る
。
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東
寺
僧
〈
失
其
名
〉
求
二
長
生
、
仕
一
一
夜
叉
神
一
。
調
1

副
削
矧
刻
一
対

得
つ
側
柑
司
パ
剤
。
(
中
略
)
樹
到
飼
い
必
滅
相
矧
苅
ォ
刻
川
到
対
到
1

只
晃
一
摺
昇
一
。
既
入
二
雲
響
一
、
砂
然
不
レ
見
。
絡
素
感
歎
、
撞
レ
鐘

調
諦
。
頃
之
香
炉
忽
落
、
次
此
摺
又
降
レ
自
二
九
番
一
。
頭
足
宛
転
、

堕
レ
地
面
砕
。
留
日
、
「
逢
-
阻
天
王
来
下
一
、
夜
叉
棄
レ
我
而
去
」
。

傍
線
部
、
だ
け
を
見
れ
ば
、
東
寺
僧
は
い
か
に
も
天
仙
に
な
っ
た
よ
う
に
見

え
る
。
た
だ
、
後
半
の
波
線
部
に
「
此
僧
又
降
レ
自
二
九
番
一
。
頭
足
宛
転
、

翠
レ
地
市
砕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
寺
脳
出
の
「
白
詰
昇
天
」
、
す
な
わ
ち
天

伯
と
な
る
夢
は
虚
偽
が
あ
ば
か
れ
る
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。



戸
解
仙
の
例
は
以
下
の
倭
武
命
、
売
白
箸
翁
、
日
蔵
の
三
例
あ
る
。

ー
倭
武
命

第
去
之
後
、
化
為
二
白
鳥
-
市
去
。
笠
非
二
神
他
之
類
一
乎
。

日
売
白
箸
翁

其
後
一
日
一
逝
去
。
後
人
於
一
一
山
窟
一
見
レ
之
。
焚
レ
香
読
レ
経
。
人
員
一

其
故
、
獣
商
不
レ
答
。

mm
自
蔵
一
主
婦
泉
。
入
レ
結
之
後
、
己
無
て
其
屍
一
。
或
日
、
戸
解
市
去
。

こ
と
に
自
蔵
の
倒
的
に
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戸
解
他
の
認
識

は
確
実
に
存
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
「
本
朝
神
仙
伝
』
に
は
地
伯
と
明
記
さ
れ
て
い
る

例
は
一
つ
も
な
い
。
そ
の
理
由
つ
い
て
、
次
節
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

「
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る
地
仙
不
在
の
原
因

「
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る
地
位
不
在
の
原
因
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、

先
述
し
た
中
国
の
地
仙
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
く
と
、
地
仙
は
山
に
入

り
、
薬
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
対
応
し
て
、
「
本
鴨
神
仙

伝
」
に
は
山
に
住
む
他
人
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
吋
本
朝
神
仙
伝
』

の
中
で
、
、
住
処
を
山
に
構
え
て
い
る
、
も
し
く
は
何
ら
か
の
形
で
山
に
関

わ
り
を
持
つ
他
人
は
二
十
人

(
M
藤
太
主
・
源
太
主
を
二
人
と
数
え
る
)

に
も
達
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
山
と
し
て
は
、
山
岳
修
行
の
準
地
と
し
て

知
ら
れ
る
吉
野
一
帯
に
あ
る
金
峯
山
、
大
峯
な
ど
の
出
現
頻
度
が
高
い
。

そ
の
二
十
人
の
仙
人
に
つ
い
て
は
次
の
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

住
山
他
人
一
覧

嶺{2大l1 H 嶺2憎大0 

仙1E 石窟出9 
樹f自下1司曽
都香1良6 箸1売翁白5 藤太主14 

勝弟子童1陽2 

勝1賜1 

大報師恩8 待和教尚7 尼都藍 澄大徳泰4 優塞f婆3 空

他人名

源太主

石競
庵白草山

窟iJJ 

郡大和国吉野
田寺 叡昔宝。院童 員寺 城寺闇 東山清水寺

山白 山富士

山

窟
清水寺

場

所

葛木

食。i{常事 主!~ 坐部但坐
覚{{法底出

避穀絶
愛唯 行

仏法
禅定

暮事。 室此詩中君員常期
少年女子粒

行 。
修行法。

ノー母ー-

レ，為刀dyt 

絶粒龍
呂 。
m~ 

レ

戸|全自 粟
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2門蔵沙日9 
愛護山 2比良1山曽7 

24 

弊J二

議人

生高寺山 寺車
愛護 比良111 

tJJ 

水銅
法。 兼守ιー。}出

実E {道111 
来

酌
又
行

大
飛鉢11: 

と
の
表
の
修
行
法
の
機
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
吋
本
部
制
神
仙
伝
」

に
山
に
住
す
る
他
人
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薬
を
煉
成
す
る
た
め
の

入
山
は
一
例
も
な
い
。
先
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
吋
列
位
伝
同
や
「
抱
朴

子
」
な
ど
で
は
他
薬
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
お
け
る
他
人
の
入
山
も

薬
を
煉
成
す
る
た
め
で
あ
り
、
「
本
戟
神
他
伝
」
の
場
合
と
好
対
照
で
あ

る
。
「
本
朝
神
仙
伝
い
に
は
薬
を
煉
成
す
る
例
が
な
い
こ
と
に
対
し
、
避

穀
と
い
う
修
行
法
を
実
践
し
て
い
る
例
が
目
立
つ
。
つ
ま
り
、
「
本
朝
神

地
伝
い
の
仙
人
の
入
山
目
的
は
薬
を
作
る
た
め
で
は
な
く
、
苦
行
を
遂
げ

る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
「
本
朝
神
仙
伝
」
に
地
仙
の
存
在
が
確
認
で

き
な
い
の
は
、
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
こ
う
し
た
、
服
薬
を
軽
視
し
、
避
穀

を
重
視
す
る
姿
勢
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
服

薬
に
関
す
る
数
少
な
い
例
の
一
つ
で
あ
る
辺
竿
打
仙
の
場
合
は
、

竿
打
他
者
、
大
和
国
人
。
雄
レ
学
仙
道
¥
俗
骨
猶
重
。
薬
餌
之

力
鱗
川
出
飛
1
対
闘
羽
川
淵
廿
川
月
J

少
年
児
童
皆
捧
レ
竿
追
レ
之
、

故
得
匙
名
J

不
レ
知
其
終
意
。

と
、
誕
の
力
で
よ
う
や
く
地
面
か
ら
離
れ
て
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

の
、
そ
の
高
さ
が
あ
ま
り
に
も
低
く
て
、
子
供
た
ち
が
竿
を
も
っ
て
追
っ

て
い
た
と
、
名
能
の
由
来
稗
と
と
も
に
一
種
の
笑
い
話
と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
不
レ
搬
二
医
薬
企
」
と
さ
れ
る

お
伊
予
国
長
生
翁
、
つ
ま
り
、
薬
を
服
さ
な
く
て
も
長
生
き
で
き
る
例
と

対
比
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
意
図
が
一
溜
明
白
に
な
る
の
で
あ
る
。
服
薬
に
対

す
る
評
価
が
決
し
て
高
く
な
い
の
に
対
し
、
日
出
美
濃
国
河
辺
人
「
此
飲
食

長
絶
」
、
日
出
羽
国
石
窟
仙
「
絶
レ
粒
龍
レ
食
」
な
ど
の
記
述
に
表
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
避
穀
の
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

医
携
の
こ
う
い
う
姿
勢
は
吋
続
本
朝
往
生
伝
」
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

次
は
「
続
本
朝
往
生
伝
」
日
円
伝
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
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沙
門
日
丹
者
、
本
天
台
学
徒
。

谷
。
出
コ
利
剣
崎
山
岩
三
石
鍋
つ

線
を
付
し
て
い
る
部
分
を
見
る
と
、
こ
こ
で
匡
携
は
日
円
の
こ
と
を
神
仙

の
よ
う
だ
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
金
峯
山
の
窟
に
住
ん
で

い
る
こ
と
と
、
長
く
断
食
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
例
か
ら
、
中
国
の
地
他
を
構
成
す
る
要
素
が
入
山
と
合
薬
で
あ
る
の
に

対
し
、
匡
一
関
の
中
に
お
け
る
他
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
す
る
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
住
由
と
避
穀
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も

そ
も
、
中
国
の
仙
人
は
山
に
入
る
の
も
薬
を
煉
成
す
る
の
も
、
不
老
長
寿

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
本
朝
神

仙
伝
」
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
不
老
長
寿
を
仙
人
の
必
須
条
件
と
し
て
い

な
い
。
そ
の
現
れ
と
し
て
、

5
都
藍
尼
に
「
行
ニ
仏
法
一
」
と
、
打
河
内
陸



樹
下
僧
に
「
但
坐
禅
念
仏
」
と
、
初
大
嶺
僧
に
「
滞
蔵
尋
レ
路
、
僧
喚
二

鋸
瓶
一
令
レ
送
レ
之
。
瓶
凌
レ
空
部
行
、
諦
蔵
総
而
達
レ
路
」
と
あ
る
よ
う
に
、

ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
行
う
か
、
も
し
く
は
修
行
に
よ
っ
て
不
患
議
な
力

を
予
に
入
れ
た
験
者
ら
し
き
も
の
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
吋
本
朝
神
仙

伝
」
に
住
山
す
る
仙
人
が
多
く
て
も
、
服
薬
で
は
な
く
避
穀
が
重
視
さ
れ

て
い
る
点
に
は
、
「
本
朝
神
仙
伝
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
仙
人
の
本
質
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

吋
本
朝
神
仙
伝
」
の
避
穀
に
つ
い
て
は
す
で
に
李
脊
娼
氏
の
論
が
あ
る
。

李
氏
は
吋
本
朝
神
仙
伝
」
に
避
穀
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

高
僧
伝
な
ど
の
仏
典
に
避
穀
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
説
い
て
い
る
。
「
本
朝
神
仙
伝
」
に
仏
典
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の

は
李
氏
が
指
摘
し
た
部
分
以
外
に
も
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
次
の
箇

所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
口
鶴
勝
、
立
問
問
勝
弟
子
童
の
例
は
、

い
ず
れ
も
山
で
修
行
し
て
、
飲
食
に
困
窮
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
劫
け
が
現

れ
る
。

(
陽
勝
伯
人
)
後
登
金
蜂
山
止
1
住
牟
開
寺
。
士
一
年
苦
行
、
毎

日
服
薬
一
一
粒
-
。
行
歩
勤
捷
無
レ
翼
而
飛
。
難
レ
歴
冬
月
不
レ
着
衣

袋
一
。
延
響
元
年
秋
遂
以
登
他
。
院
十
八
年
東
大
寺
憎
詣
神
仙
峰
-
、

米
水
共
断
殆
及
レ
演
レ
命
、
関
:
法
花
経
之
戸
一
。
驚
起
求
レ
之
、
偶
以

摺
1
J

逢
揚
勝
↓
。
対
二
鉢
瓶
d

呪
レ
之
、
須
奥
玉
膳
満
レ
鉢
、
水
媛
溢
レ
瓶
。

(
陽
勝
弟
子
童
)
元
興
寺
僧
占
金
峰
山
東
南
幅
一
、
一
夏
安
居
誠
二

法
花
経
一
。
霧
雨
渉
レ
旬
、
飲
食
牌
レ
日
。
黄
昏
忽
有
一
脅
衣
章
子
、

来
授
~
一
物
↓
令
レ
食
レ
之
。
気
味
甘
美
。
憎
関
日
、
是
何
人
。
答
日
、

我
是
延
済
童
子
。
久
事
二
錫
勝
、
道
成
以
降
、
万
里
不
レ
遠
。
三
山

五
岳
莫
レ
不
経
歴
一
。
慰
二
君
密
乏
一
故
所
レ
来
也
。

こ
れ
ら
の
話
に
関
し
て
は
、
次
の
「
法
苑
珠
林
』
巻
第
十
四
・
梁
荊
州
填

王
栴
檀
像
縁
と
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
コ
令
。

饗
等
負
二
第
二
像
-
.
、
行
二
数
万
里
¥
備
歴
-
難
関
一
、
難
二
以
異

間
一
。
又
度
二
大
海
一
、
胃
1
渉
風
波
-
。
随
レ
浪
主
レ
山
、
積
金
又
尽
、

所
レ
将
人
衆
及
伝
送
者
、
身
多
亡
攻
。
逢
諸
猛
獣
一
、
一
心
念
仏
。
乃

開
二
像
後
有
二
甲
由
問
声
一
。
又
閲
二
鐘
官
戸
、
巌
側
有
レ
僧
一
端
コ
坐
樹
下
¥

饗
登
負
レ
像
下
量
、
一
其
前
一
。
僧
起
礼
レ
像
、
饗
等
礼
レ
増
。
憎
授
一
操
鍵
一

令
レ
欽
、
並
得
↓
一
飽
満
一
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
避
穀
や
偲
々
の
要
素
は
憎
伝
か
ら

色
濃
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
吋
本
朝

神
仙
伝
」
に
山
に
住
む
他
人
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
時
代
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

以
下
で
は
、
院
政
期
の
山
岳
信
仰
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

院
政
期
の
山
岳
信
仰
と
の
関
わ
り

次
の

A
i
E
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
白
河
院
故
期
は
説
自
身
を
始
め
、
権

力
者
た
ち
に
よ
る
金
峯
山
と
熊
野
山
へ
の
参
詣
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
山
岳

一
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
参
簡
を
時
系
列
で
見
て



い
く
と
、
ま
ず
、
寛
治
二
年
に
当
時
の
内
大
臣
藤
掠
州
通
が
金
峯
山
に
参

詣
し
た
。

A
藤
原
師
通
金
盤
山
詣

0
3
1右
記
」
寛
治
二
年
(
一

O
八
八
)
七
月
十
五
日
条

今
朝
内
応
(
藤
服
部
通
)
被
参
金
峯
山
出
向
ハ
一
五
々
。

次
に
、
寛
治
四
年
に
白
河
院
が
熊
野
に
御
幸
し
た
。
白
河
院
の
熊
野
御

幸
は
こ
の
究
治
四
年
を
始
め
と
し
て
、
生
振
に
わ
た
っ
て
実
に
十
数
回
に

も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

B
白
河
院
熊
野
郵
幸

O
「
中
右
記
い
寛
治
四
年
(
一

O
九

O
)
一
月
十
六
日
条

太
上
皇
今
日
始
二
御
熊
野
精
進
一
。
(
中
略
)
上
皇
昆
コ
従
熊
野

人
々
、
(
中
略
)
僧
綱
三
人
、
法
印
権
大
僧
都
端
謡
、
権
少
憎
都

慶
朝
、
権
少
僧
都
寛
意
。

O
E
E右
記
」
寛
治
四
年
(
一

O
九

O
)
一
月
二
十
二
百
条

上
皇
御
山
山
内
、
上
達
部
以
下
多
以
騒
従
。

続
い
て
、
白
、
将
院
の
金
峯
山
へ
の
御
幸
は
寛
治
六
年
に
遂
行
さ
れ
、
随

行
し
た
人
々
の
中
に
源
雅
実
と
大
江
医
…
坊
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。C
白
河
焼
金
峯
山
御
幸

O
「
中
右
記
」
寛
治
六
年
(
一

O
九
二
)
七
月
二
百
条

暁
太
上
天
皇
金
峯
山
鄭
精
進
了
御
出
聞
け
。
去
四
月
晦
日
レ
令
始
二

御
精
進
一
給
也
。
来
十
三
唱
甲
午
御
参
著
也
。
展
従
人
々
、
源
大

(

減

)

(

大

江

)

納
一
言
師
忠
、
中
富
大
夫
雅
実
、
左
大
弁
匡
一
関
、
(
下
略
)

o
z
z右
記
い
寛
治
六
年
(
一

O
九
二
)
七
丹
十
三
日
条

十
一
日
至
二
今
戸
有
一
一
御
精
進
一
。
組
側
ハ
剥
パ
ぷ
盛
封
端
山
側

参
着
日
山
出
。

次
に
、
白
河
院
の
最
愛
の
娘
で
あ
る
郁
芳
門
院
の
熊
野
へ
の
祈
願
は
使

い
を
遣
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

D
郁
芳
門
院
熊
野
御
箆

0
2
1右
記
』
嘉
保
二
年
(
一

O
九
五
)
正
月
十
六
日
(
裏
書
)

従
二
今
日
一
、
部
芳
門
院
於
二
鳥
羽
殿
¥
糊
舗
法
務
口
始
一
一
熊
野

精
進
「
給
。
差
二
別
使
-
被
レ
奉
也
。
御
悩
之
間
御
願
一
五
々
。

ま
た
、

C
の
白
河
院
の
金
峯
山
参
誌
に
随
行
し
て
い
た
源
雅
実
は
嘉
承

元
年
に
金
峯
山
へ
参
詣
し
た
。

E
源
雅
実
金
峯
山
詣

O
門
中
右
記
」
嘉
承
一
死
年
(
一
一

O
六
)
七
月
十
一
日
条

今
羽
内
大
臣
被
レ
参
一
一
金
峯
山
一
云
々
。
来
十
七
日
参
着
者
。

A
i
E
の
中
で
、

A
以
外
の

B
j
E
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
匡
房
の

関
わ
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

c
l
E
の
参
詣
の
際
の
願

文
は
区
一
房
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

C
白
河
院
金
峯
出
御
幸

の
時
に
、
匡
一
民
も
庖
従
す
る
人
々
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
法
会
次
第
を
日

記
に
記
し
て
い
た
。

C
と

E
の
願
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
を
行
っ

た。
ま
た
、

B
白
河
院
熊
野
御
幸
に
つ
い
て
は
、
丘
一
局
は
寛
治
五
年

(一

O
九
一
)
の
「
続
被
レ
供
1
養
熊
野
山
多
宝
塔
一
」
願
文
(
「
江
都
督
納

ニ
一
一
口
願
文
集
」
巻
二
)
に
、
前
年
の
白
河
院
に
よ
る
熊
野
参
詣
を
意
識
し
た

以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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去
年
廻
二
龍
僻
於
北
峯
¥
蓋
是
宿
図
之
風
雲
也
。

今
話
排
二
雁
塔
於
其
処
一
、
笠
非
後
縁
之
羽
翼
止
成
。



寛
治
四
年
の
白
河
院
に
よ
る
熊
野
詣
は
、
院
政
期
の
上
皇
に
よ
る
参
詣
を

恒
例
化
し
た
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
参
詣
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
こ
の
寛
治
四
年
の
熊
野
詰
に
お
い
て
、
庄
一
…
局
、
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
時
代
は
少
し
下
る
が
、
鎌
倉
時
代
成
立

の
「
熊
野
権
現
金
制
蔵
王
宝
殿
造
功
日
記
」
「
白
河
院
熊
野
御
参
詣
事
」

に
以
下
の
記
述
が
克
ら
れ
る
。

寛
治
四
年
正
月
十
六
日
壬
午
、
御
精
進
。
廿
二
日
戊
子
、
御
進

発
。
道
之
問
、
十
八
日
。
二
月
十
日
、
本
宮
付
。
十
一
自
丙
午
、
御

奉
幣
。
同
叶
汁
町
オ
劉
樹
判
闘
倒
有
謝
刈
倒
閣
制
1
J問

朝
国
副
利
百
1
剥
制
刈
国
周
剤
一
述
。

傍
線
部
の
記
述
は
、
白
河
院
が
熊
野
本
宮
に
お
い
て
大
峯
縁
起
を
隠
覧
し

た
際
に
、
読
み
上
げ
る
べ
き
僧
降
明
は
目
が
見
え
な
い
の
で
、
匡
躍
的
、
が
代

わ
り
に
そ
の
役
を
務
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
寛
治
四
年
の
熊
野
御
幸

の
時
に
、
庄
一
携
が
白
河
続
に
随
行
し
た
こ
と
は
他
の
史
料
で
は
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
庄
一
局
が
本
宮
に
お
い
て
白
河
続
に
大
峯
縁
起
を
読
み
上

げ
た
こ
と
を
含
め
、
こ
の
記
述
は
お
そ
ら
く
事
実
で
は
な
い
と
す
る
説
が

現
在
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
記
述
は
た
と
え
事
実
で
は

な
い
に
し
て
も
、
本
来
な
ら
僧
侶
に
よ
っ
て
講
読
さ
れ
る
は
ず
の
縁
起

を
、
一
佳
境
が
代
わ
り
に
読
み
上
げ
た
と
い
う
記
述
が
仕
立
て
ら
れ
た
と
す

る
と
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
、
匡
廃
が
山
岳
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

寛
治
四
年
の
熊
野
諾
と
い
え
ば
、

そ
の
先
達
を
務
め
た
功
に
よ
り
熊

野
三
山
検
校
に
任
じ
ら
れ
た
増
営
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
増
誉
は
白

河
・
堀
河
二
代
の
護
持
僧
を
務
め
た
天
台
宗
罰
城
寺
の
僧
で
、
生
涯
熊
野

に
十
三
回
詣
で
た
と
さ
れ
、
後
に
修
験
道
本
山
派
の
祖
と
崇
め
ら
れ
る
ほ

ど
、
院
政
期
に
お
け
る
山
岳
信
仰
の
高
揚
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ

る。
増
誉
は
白
河
院
の
度
重
な
る
熊
野
詣
の
先
達
を
務
め
た
以
外
、
次
の
よ

う
な
活
躍
も
知
ら
れ
る
。

嘉
保
元
年
(
一

O
九
四
)
藤
原
師
実
の
病
気
平
癒
を
祈
る

(
「
中
右
記
」
同
年
七
月
八
日
条
)

一
O
五
)
堀
河
天
皇
の
御
悩
平
癒
を
折
る

(
『
中
右
記
」
向
年
七
月
二
十
六
百
条
)

長
治
二
年
(
一
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こ
の
よ
う
に
、
皇
族
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
の
病
気
平
癒
に
も
大
い
に
役

立
ち
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
名
は
、

D
の

傍
機
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
中
右
記
」
嘉
保
二
年
正
月
十
六
日
条
の
記

事
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
増
営
の
活
躍
が
確
認
さ
れ
る
中
で
、
白
、
河

院
の
最
愛
の
娘
で
あ
る
部
芳
門
院
の
「
御
悩
之
閑
御
願
」
に
藍
窮
と
増
営

が
と
も
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
克
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
列

伯
伝
」
や
「
神
仙
記
」
に
代
表
さ
れ
る
中
悶
の
仙
伝
類
の
影
響
の
も
と
に

で
き
た
「
本
朝
神
仙
伝
」
は
、
中
国
の
仙
伝
類
の
影
響
を
受
け
る
一
方
、



そ
れ
ら
と
必
ず
し
も
軌
を
一
に
し
な
い
独
自
な
展
開
も
見
せ
て
い
る
。
そ

の
独
自
な
爆
開
は
、
吋
本
相
明
神
仙
伝
」
に
お
い
て
地
他
と
明
記
さ
れ
て
い

る
仙
人
は
一
例
も
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
吋
本
制
約
神

拙
一
伝
」
に
地
仙
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
入
山
す
る
と
い
う
地

的
の
特
撒
の
み
が
受
容
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
特
識
で
あ
る
薬
の
煉
成
の
脱

落
が
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
脱
落
は
一
恒
尉
が
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
に
は
宗
教
と
し
て
の
道
教
が
定

着
せ
ず
、
中
閣
の
場
合
と
異
な
り
、
服
薬
は
仙
人
に
な
る
た
め
の
修
行

法
と
し
て
実
践
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
三
善
潜
行
「
服
薬
駐

者
験
記
」
(
吋
政
事
要
略
」
巻
九
十
五
)
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実

効
的
な
も
の
と
し
て
日
本
社
会
に
根
付
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
医
現
に
と
っ
て
は
地
仙
の
代
替
と
な
る
も
の
は

伺
か
。
金
峯
山
、
熊
野
関
係
の
制
服
文
を
作
成
し
、
お
よ
び
自
河
続
の
金
峯

山
詣
に
昼
従
し
た
一
回
携
に
と
っ
て
、
け
っ
し
て
速
い
世
界
の
存
在
で
は
な

か
っ
た
山
岳
移
行
者
の
こ
と
が
想
到
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
犠
に
基

づ
き
、
中
留
の
地
他
に
類
比
さ
れ
る
本
朝
の
他
人
の
一
類
型
が
形
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注(
l
)
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
吋
往
生
伝

岩
波
議
陪
一
九
七
回
二
五
六
頁
頭
技

(
2
)
中
前
正
志
「
総
出
・

2
4朝
神
仙
伝
」
武
内
宿
禰
伝
逸
文
に
つ
い
て
」
「
古
代
文
化
」

五
五
号
二

O
O
一二

(
3
)
川
口
久
雄
吋
4

平
安
朝
の
漢
文
学
」
古
川
弘
文
館

二
O
三
真

(
4
)
小
蕗
箪
之

法
華
験
記
い
日
本
思
想
大
系
七

九
八

O 

木
下
正
投
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
「
万
葉
集

新
編
日
本
古

典
文
学
金
集
七
小
学
館
一
九
九
五

(5)
正
宗
敦
夫
編
「
楼
名
類
探
紗
」
(
元
和
三
年
古
活
字
瓶
二
十
巻
本
)
風
間
欝
爵

一
九
五
閤

(6)
磁
刻
日
本
古
典
全
集
一
一
八
「
医
心
方
』
七
現
代
思
潮
社
一
九
七
八

(7)
菅
野
鵡
行
校
注
・
訳
「
初
拠
朗
結
集
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一
九
小
学

九
同
一

L
L
L

a
R

一
4
J
4ノ
4
ノ

(8)
江
談
抄
研
究
会
編
「
古
本
系
江
談
抄
注
解
い
(
補
訂
版
)
武
蔵
野
醤
院

一
九
九
三

(9)
「
江
部
盤
納
苦
願
文
集
』
の
本
文
引
用
は
山
崎
誠
「
江
部
督
納
言
願
文
集
法
解
」
(
塙

諮

問

二

O
一
O
)
に
よ
る
。
以
下
問
。

(
凶
)
江
談
抄
研
究
会
編
「
類
提
本
系
江
談
抄
注
解
」
武
蔵
野
書
院
一
九
八
三

(
日
)
吋
抱
朴
子
」
の
本
文
引
用
は
王
明
校
注
吋
抱
朴
子
内
縞
校
稗
い
(
増
訂
本
)
(
中
華

護

局

二

O
O
二
)
に
よ
る
。
以
下
向
。

(
ロ
)
「
神
仙
信
」
の
本
文
引
用
は
郎
鶴
亭
注
訳
涼
一
仙
伝
注
訳
・
神
仙
伝
注
訳
」
(
中

国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
九
六
)
に
よ
る
。
以
下
問
。

(
日
)
「
列
仙
伝
」
の
本
文
引
用
は
筑
波
大
学
図
醤
館
蔵
吋
部
氏
著
述
」
十
二
(
王
照
円

校
正
本
)
に
よ
る
。
以
下
向
。

(
日
)
大
形
徹
吋
不
老
不
死
i
仙
人
の
誕
生
と
神
仙
術
い
講
談
社
一
九
九
二

一
回

O
頁

(
日
)
大
日
本
仏
教
全
議
一
一
二
百
五
龍
太
子
伝
議
書
い
名
著
普
及
会
一
九
八
四

(
凶
)
吋
本
朝
神
仙
伝
」
の
本
文
引
用
は
注

(
l
)
に
同
じ
。
引
用
に
関
し
て
は
思
想
大

系
の
説
話
番
号
を
付
し
た
。
以
下
向
。

(
口
)
「
'
白
日
昇
天
」
の
意
味
の
逸
脱
に
つ
い
て
は
中
前
正
志
「
菩
家
秘
記
・
紀
家
怪

奥
実
録
・
本
朝
神
仙
伝
」
(
説
話
の
講
座
限
「
説
話
集
の
世
界
I
」
勉
誠
社

一
九
九
こ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
拙
稿
「
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
「
上
宮
太
子
」
条
を
め
ぐ
っ
て
i
太
子
戸
解
説
及

び
躍
王
・
黄
山
帝
説
話
と
の
関
連
か
ら
i
」
吋
日
本
語
と

E
本
文
学
』
四
十
六

二
O
O八

(
叩
)
「
続
本
朝
往
生
伝
」
の
引
用
は
注

(
1
)

に
同
じ
。
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(
却
)
李
育
娼
「
僧
侶
の
神
仙
術
と
し
て
の
避
穀

i
「
本
朝
神
仙
信
い
を
中
心
に
し
て
j
」

立
制
林
」
十
聞
こ

0
0
七

(
包
)
間
同
叔
迦
・
蘇
晋
仁
校
注
「
法
苑
珠
林
校
注
二
」
中
華
欝
局
二

O
O三

(
詑
)
「
中
右
記
」
の
本
文
引
用
は
「
大
日
本
古
記
錨
い
に
よ
る
。
以
下
向
。

(
お
)
一
一
一
宅
敏
之
吋
経
塚
論
孜
」
雄
山
間
出
版
一
九
八
三
十
一
頁

(
弘
)
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
一

O
六
回
例
会
(
ニ

O
一
O
年
一

月
二
十
三
世
於
群
馬
県
立
女
子
大
学
)
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。

(
お
)
吋
熊
野
金
準
大
盗
縁
起
集
』
真
福
寺
普
本
叢
刊
十
臨
川
書
届
一
九
九
八

(
お
)
注
(
お
)
川
崎
剛
志
氏
に
よ
る
解
題
(
二

O
五
頁
)
を
参
照
。

会
4
日

ょ
う
筑
波
大
学
大
学
説
博
士
課
程

人
文
社
会
科
学
研
究
科
目
本
文
学
)
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